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要   旨：   異なる品種から由来するエクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油を西欧食に加えると、

アテローム性動脈硬化の発症でパーム油とは異なる作用をするとの仮説を検

証するために、異なる品種のオリーブ油をアポ E欠マウスに 10週間与えた。 
 

雌マウスをランダムに以下の５群に割当てた：(1－4)動物用市販食にコ
レステロール 0.15%(w/w)とArbequina種､Picual種､Cornicabra種､Empeltr
種から由来するﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油 20%(w/w)を栄養補給して、(5)動物用市販食
にコレステロール 0.15%(w/w)とパーム油 20%を栄養補給した。 

 
パーム油含有食と比較して、複数品種エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の１つ

を栄養補給西欧食は、アテローム性動脈硬化症を減少させ、プラークの大きさ

を減らし、マクロファージの動員を減らした。 
予想に反して血漿パラオキソナーゼ活性、アポA-I、血漿トリグリセリド

およびコレステロールは、各種の大動脈病変の発症で小さな役割しか演じなか

った。 
エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油は、アリルエステラーゼと抗酸化物の活性が

高い低コレステロールでアポA-Ⅳが多い脂質粒子(lipoparticle)を誘導し、それ
はアテローム性動脈硬化症の減少と密接に関連した。 

 
西欧食を与えた動物系で明らかなエクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の抗アテ

ローム性動脈硬化特性を考えると、この油がアテローム性動脈硬化の治療手段

として安全で有効であると確認するために臨床試験が必要である。 
 
 
 


